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- #

ら
れ
る
囘
歸
線
は
、
. ^
h

o

.

5

2

h

i

4

.

5

s

v

で.
、
そ
の
相
關
歡
は
ブ
テ
ス
P

.

五
四
で
あ
る
。
.卽
ち
順
相
關
の 

:
:

關
係
が
現
：わ
れ
：る
。ー
卞
丨
プ
は
、::
:
.

こ
<

:

で
穀
物
柃
つ̂

■
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. 

- 

,

/

.

.

.

.

ノ
レ
て
い̂

^

き
に
農
產
物
の
需
要
が
減
少
：す
名
と
去
ぅ
事
實
を
擧
げ
て̂

る
。
こ
れ
は
彼
の
後
の
著
«

に

見

ら§'
-°
}
般

均

衡

論

へ

の

發
 

簏
を
暗
示
す
る
：も
：の
：で
あ
：る
が
、.
：：と
れ
だ
.け
张
は
疋
の
相
關
が
現
わ
れ
多 

い
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こ
4

H

は
な
ら̂

い
。
.

と

こ

ろ

で

つ

い

^

は
，、
柳
故
忆
、
愰
格
と
生
產
量
办
資
枓
が
ら
、
.；需
要
の
法
則
が
導
き
出
さ 

れ
る
、か
と
：

1
K

ぅ
’

こ̂

H

.
- 0
W

て̂

、：

：

說
明
を
婆
ず
る
。
こ.
れ
等
o'

財
に
タ
い
ー
て
ほ
、
-T

え
リ
.

力
ば
家
，々
.

自
給
_

足

の

狀

態

に

あ

：
^

財

で

あ
 

名
か
ら
、：.
收
獲
高
を
以
て
.

需
要
量
と
見
做
す
.

こ
：
と

が

7
.

 

-

 

-

.

.

■

'

■

■
 
,

 

.

 
'

■■
..

 

.

.

 

.

.

.

.

 

'

 
.
.
.
.

 .
-

 

■

 
.

 

.

'

-

.

.

.

■'
/■A

;

1

T

の
.

と
，の
方
法
財
百
分
荦
變
牝
■ #

い̂

が
、
こ
の
方
法
祀
ょ
る
，と
；、
«

格
及
び
，收
獲
高
の
.

變
化
率
.

を
表
わ
.

ず
際
に
>

.

■'
.'

マ
:^

ナ
'ス
''
£

0

項
が
現
：わ
れ
て
-;
<:

-
^

た
め
、；：_

极

い

：
方

：
が

本

 

シ

.

ユ
 

.

ル
ツ
は
、バ
こ
の
方
法
.

の
代
り
：K

、
.'
'

:

統
計
#

で
M

常
使
用
さ
れ
.

て.
が
务
連
環
比
_

法
を
採
用
す
る
な
と
を
提
唱
し
ぢ
：
叉
、，'
.

ム

ー

ア

±
-、 

■
F
o
r
e
c
a
s
t
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n
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i
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な
る
著
書
に
拎
い
.

て
：
は

、

'-
.

移
動
平
均
法
：を
採
苟
し
、
シ
ユ
‘

ツ
ま
、

. 

:

砂
餹
の
需
要
法
則
を
奪
く
に
當̂

て
、.
；對
傾
向
値
法
を
採
用
し
た
。
：；こ
れ
等
の
方
法
：は
9

^

'.
，
■當

つ

モ

ソ

對

前

年

比

率

を

と

：
冬

代

り

に

、

.：
各
^
の

系

列0:
移
動
泽
角
値
叉
は
傾
向
，値

迄

る

比_
を

と

；
つ
：
て

計

算

ず

る

.の
で
：あ
る
？
じ
.

.

.

.，
か
：
も

、
，
こ

の

計

算

を

.行
う
.と
：
き'̂
總
滑
費
量
の
代
ヵ
に
、人

ロ-人
赏
り
の
：翼
量
ト
と.れ

ば

：
、
人

：
ロ

增

加

に

よ

る

.
影

響

を

よ

り

明

瞒

焱

形

;

、
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:で
：
除

去

で

：
き
：
る

.し
、
、單
な
备
價
格. 0

資
料
を
ど
為
代'^
に
、:,:
物
憤
指
數
脊
憤
格
を
除
知
允
敏
字
を
>

;れ
ぱ
、'■'
他
の
：財
Q

_

«

格
# -

動
を
も

考

,.

;

:慮
杧
人
ル
杧
1
.般
_
衡
論
的
考
察
が
ー
で
き
名
樣
贮
教
令
。
べ
伹.. ^

米r

砂
歡
の
璩
合̂

、，生
.

m
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い
財
ゃ

.赘
濘
.品：め：摄合

s

l

f

鲈
ぁ
气

〕

ノ 

：：

に
お
.い
.て
：
' 
米
め
.
需
要
の
彈
ヵ
性
、

. 

ぃV
.

を
計
箅
咨
れ
た
の
.が
嚿
矢：F

あ
ろ
.う
。へ
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"
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.
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.逢

ま

述

べ

；て

潔 

て
明
ら
か
な
様
に
、

,

I

ァ
.
の
方
法
は
、

一

均
衡
.理

論

動

態

1

两
か
ら
得
ら 

,れ
名
就
計
資
料
と
を
結
合
す
名
こ
と
忆
よ
つ

.て
、
杣
象
的
な
ー
..般
均
衡
理
論
を
規
實
化
し
:^

う

と

中

る
'|
>
.の
セ
あ
る
。:'
そ
の
結
ム
£

際
^

:

て
：は
、
統
哿
資
:;
«

の
：史
和
ら
與
件
め
變
動
が;e
>

生
れ
て
ぐ
名

動

的

諸

耍

.

-'
.
•合
ず
名
様
に
靜
旗
化
し
よ
：うi
す
名
本
の
で
あ
名

-°

從
つ
そ
、
そ
こ
.が
：ち
：出
.

P: 

くる
法
則
は
、：，
靜
態®
衡
理
：論
が
.示
す
.と
6「

ろ
の
法
則
を 

.,

統
許
的
倥
不
し
太
こ
と
技
外&
ら

友

い

の

で

あ

づ

て

、
：
こ

、

か

ら

靜

的

：

1:般
均
衡
理1 1
.

を
越
ぇ
だ
動
態
法
則
が
生
：れ
.て
ぐ
る
と
衰
う
性
費 

-

.の
も
の
で
は
為
い
：。
；併
ち
へ.靜
的y
:

般
均
#
理

論

；
に

關

’

る

限

か

 

若
干
の
：疑
間
を
附
十
幺
こ.

'.
'

■.
す
名
際
に
对
ポ
覌
實
値
を
移
動
平
均
藤
龙
劚
れ
ば
フ
襄 

_ 

ノ
：
.

則
變
動
だ：

け
：で
あ
る
。>
靜
態
經
濟
學
が
, »

明
す
.

べ
» .

法
則
：は
>

:

.

.と
，の
' #
&

不
規
則
變
動
値
の
中
に
見
.

£

き
.

る
べ
き
も
の
•
.

で
あ
み
う
：か
。
X

.

傾
向
線
や
移
動
3

1

う
1

は
菜

i

f
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的
な
：意
味
を
持
つH

い
名
.
わ
け
で
は
な
_

s

v°
價
格
費
料
等
.

H
:

つ
い
：て
見
れ
ば3

あ
冬
年
度
家
け
飛
び.
離

れ

：，て

大

き

な

値

が

、あ

务

と

、

そ
の

.

.具
體
的
消
費'面
數
の

：

發
達
.§
,
い
X
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:
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:

影
響
を
受
け
；て
傾
向
線
も
粢
ル
だ
形
に
だ
名
可
能
性
が
十
分
に
あ
名
。
こ
の
際
、.

二
次
の
傾
向
線
を
當
篏
め
る
か
、
二
次
の
傾
向
線
を
當
.
 

嵌
め
る
.

か
と1

K

ぅ
こ
と
及
、
統
計
技
術
的
.

な
見
地
に
ょ
.

つ
て
決
定
‘

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、•
理
論
經
濟
學
的
な
！
：斷
は
加
え
ら
れ
て
い
.，な 

い
。
移
動
平
均
法
を
使
用
す
名
に
し
て
も
、
三
ヶ
年
移
動
平
均
を
使
用
す
名
か
、
五
.

ヶ
年
移
動
平
均
、を
使
用
す
べ
き
か
と1

K

ぅ
て
と
.を
考 

え
る
際
に
同
様
の
こ
と
が
起
る
。’
連
環
比
率
法
.

と
f

、
經
濟
學
的
意
味
を
十
分
'

に
持
つ
て
‘

い̂

わ
け
で
は
な
M

。

.

第
ご
の
難
點
は
、
み
ー
ァ
の
峙
代
に
は
勿
論
の
と
.
と
で
あ
‘る
が(

現
在
の
技
術
を
以
て
し
て
も「

計
畫
數
字
し
を
統
^ -

的

^

把

提

す

る
 

こ
と
の
困
難
さ
が
あ
る
。

マ
.丨
シ
け
ル
の
需
要
曲
線
で
說
明
さ
れ
て
い
る
數
量
は
、
.均
衡
價
格
.が
形
成
さ
れ
.る
以
前
.の
藪
量
で
あ
つ
七
、供 

給
致
と
の
間
に
は
、
當
然
の
/
J

f

し
.
て
不1

致
額
が
现
わ
れ
て
く
る
箸
で
^

る
。
然
名
に
，、統
計
資
料
の
上
^ '
-

現
：わ
れ
て
;<
^

^

數
字
は
、
 

何
れ
も
市
場
均
衡
が
成
立
し
て
以
後
.の
.數
字
.で
.
あ
冬
。
從
づ
.て
、
そ
く
に
哗
マ
<

名
數
字
.ぼ
需
要
1 :

を
表
わ
ず
.と
：
と%;
に

供

給

董

を

も

表
 

.
わ
-.
^

o

.國
內
で
• ©

瞥

足

さ
.れ
芯
商
品
'に
.
つ
い
て
は
、
右
の
讓
實
-が
そ
の
ま
、
當
彼
ま
^

.
が
、
.輸
出
入
の
あ
.る
商
品
に
つ
^

て
も
そ
の
^

 

«

は
f

 

&

い
.。
：.從
0

:
て
、：
債
格
と
需
給
量
;-
0
-間
に
食
：の
相
關
^

統
計 

て
' #

ら
，れ
名
數
字
ほ
.需
要
§

:

ぱ
對
應
す
る
も
.力
：で
は
な
>

/
、
«

:

タ
の
時
點
め
均
衡
^ '

と
じ
て
現
わ
.れ
た
數
字
を
連
ね
.た
も
の 

:
,に
過
ぎ
な
い
。：，傾
向
値
を
除
去
ず
名
と
お
に
ょ
^
て
々

ー./
し
：て
も
、:,
靜
態
化
き
れ
名
字
が
：需
要
法
則
を
東
わ
ず
も
の
が
、
或
^

は
供
給
法
則
を
表
わ
す
も
の
ち
ぺ
一
槪
に
.

は
：斷
言
で
.

き
改
い
。

.、
第
三
に
奮
要
法
則
及
び
供
給
箭
と
耷
ぅ
も
ガ
は
い
へ
抽
象
化
レ
た
^

^
の
上
に
建
て
ら
れ
だ
法
則
で
あ
^
。
■■
'と
め
法
則
を
導
出
す
る
に 

際
し
ス
は
、
考
察
.の
：便

宜

上

、

順

格

を

猶

立

變

數

、
：
需

於

量

を

從

屬

變

數

ど

考

え

.て
''
:
>趣

論

を

權

成

し

，て
：
い
：

.今

k

の
奢
え
方
は
純
粹
匪 

:

•論
と
し
て
は
非
難
さ
名
べ
き
P

の
で
：
は

衣

い.0
.併

し

、

(

現

實
.の
；
間

題

と

：し

て

：
は

、
：
需

要

* -
ゃ

供

給

量

が

獨

立
.變
數
と
な
っ
"て
、
價
格
が
從
：
 

屬
變
數
と
な
名
場
合
も
あ
り
得
：A
1
'計
畫
數
字
を
把
捉
.す
.る
と
と
'が
.不
可
能
で
*

後

の

数

字

を

使

用

'し

で

い

る

'

,

と
供
給
量
と
を
分
離
す
る
と
と
が
.

セ
き
た
と
し
.

て
も
、
へ
上
述
の
點
か
を
來
る
囷
難
を
囘
避
ず
る
と
と
は
難
か
し
い
。
需
要
量
と
價
格
と
を
.
 

;

對
比
：さ
せ
て
見
弋
も
、」

逆
相
關
が
現
わ
れ
な
い
で
順
相
關
が
現
わ
れ
る
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ざ
れ
各
。
加
之
：、靜
，態
理
論
に
お
い
て
も
、
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後
に
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,
需
要
量
と
價
格
ー
の
間
に
.

正-
の.
相
關
：々
係
が
#

在
す̂

と
去
う
.

こ
と
も
あ
り
得
る
。
併
し
、
所
得
效
果
が
作
用
す
吝
允
め
に
芷
の
相
關
々
係

.

■.
:

が
存
在
す
る
.ど
去
う
こ
^

と
、

.

需

要

量

：
が
獨
立

變

數ii
な
る
%

め
：に
茁
の
相
關
が
生
れ
て
ぐ
る
と
：运
う
事
實
と
は
、
全
く
そ
の
意
味
を
^

'

に
す
る
0

1>

か
も
>'
.

绳
在
の
統
計
技
術
を
以
て
し
て
& ;

、
こ
.

の
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装
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リ
ァ
の
計
鼂
_

經
濟
學
は
_

靜
的
；1
.

般
均
衡
論
を
前
提
と
す
る
も
.

の
で
あ
0

た
。
_

こ.
の
樣
な̂

.へド

.

'

':

;均
衡
關
係
が
あ
^
と
.贫
5'
だ
が
で>:
經
濟
的
諸
變
量
間
が
_因

果

.-
'

ベ
何
れ
め
變
量
を
從
屬
變
數
と
し
：て
敢
敗
うT

き̂̂

K

免
經
濟
學
的
判
斷
の
基
準
は
座
れ
て
ど
'

な
.

い3

從
っ
.K

前
述
：の
檨
な
多
く
の
.

矛
;if
f

 

.

が
生
れ
て
く̂

わ
け
で
あ
っ
て
、
こ
0 .

矛
盾
を
解
敗
龙
る
に
は
、
シ
ュ
ム
。へ.
丨
タ
ー
、
ケ
イ
ン
.

ズ
の
如
ぎ
眞
0

動
態
理
論
の
出
現
を
待
た
_ 

.

.

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ケ
イ
ン
ズ
以
後
の
經
濟
學
の
犄
微
は
後
述
す
-

る
如
く
中
心
課
傾
が
價
格
理
.

論
か
ら
所
得
理
論
に
移
行
し
だ
こ
と
.
&
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し
な
い
で
、

ジ
グ
ザ
グ
の
杉
を
と
り
な
が
ら
遞
增
し
て
行
く
こ
と
が
解
る
。
そ
こ
で
原
資
料
を
直
接
に
利
用
す
る
代
り
に
、
二
階
級
づ
へ
つ
:'
0
奴
と
乂
の

* 

« 

- 

■ 

.

.

.

. «■ 

■ 

.
.'
. 

' 

.

•

年
均
値
を
求
め
て(

2

.

3)

式
を
當
篏
め
て
.

見
气
東
京
都
の
資
料
に
っ
い
て
見
吝
幸
均
値
を
ど
れ
ば
茗
^

=

6

‘
1

5

1

§

6

(

1

0

.

9

9

)

、''

;
•

梁

^

百

分

率

で

は

^

N

o

.

l

l§

g

H

+
G

.

1

7

4

(

r

H

O

ob
8
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と
デ
ュ 

I
卞 

.:

但
1
最
高
及
を
最
猶
め
所
得
階
級
に.お

參

て

：
は
:>
:
.貯

蓄

性

向

が

：必

名

ず

>
-
所̂
#*
に
^
^

.

.

第
か
ら
除
外
し
た
。.
小
都
市
群
の
貯
蓄
性
向
は
こ
の
様
に
規
則
的
に
動
い
て
は
い
な
い
。
こ
れ
は
あ
る
'程
度
ま
で
は
•サ
.
.
.
ム

ブ

ル

誤

差

め

影

..

人'

'

.寥
を
聲
け
:̂
;
'い

各

た.‘め
と
;̂
考
>ん
ら
れ
故 ̂

地
域
的
條
俾
の
著.し

-<
異

な

:

巧 

v

 
つ U

', 
.
-.(

六

七-

.

...

H
-f
f
l學
會
雜
誌
第
四
十
五
卷
第
十
號
 

ノ

、
 

'
1〇

(

六
七
〇〕



:
'
:

:
べ
：：へ1
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看
學
脅
雜
き
^

つ
た
も
の
を
包
含
さ
せ̂
た
め
と
考
克
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、

：

貯
藉
性
向
は
所
得
に
對
七
て
不
規
則
な
動
ぎ
を
見
せ
て
い
る
の
で
.、(

2
CO)

當
嵌
め
を
行
ぅ
とI

o
g
x
=
4
1
^
l
o
,
7

oo

梁
積
百
分
率
を
と
れ
ば1

p
i
2
5
o
g
x
+
0
.
1
8
5

 

と
衮
ぅ
稍
々
ろ
の
小
さ
愚
ぎ
る 

<

^

摄
を
得
る
。.
恕
ぅ
に
、
こ
れ
等
の
和
市
群
は
軍
ー
の
都
市
把
分
解
し
て
計
箅
を
行
わ
.

な̂

と
異
質
的
な
も
の
が
人
つ
.

て
.ぐ
名
の
で
東
京 

の
様
に
好
：^

果
を
得
難
い
の
で
は
な
い
か
。
： 

/

汉
則
に
對
す
る
硏
究
を
側
而
か
ち
刺
戟
し
、
そ
の
發
達
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
問
題

9

中
心
は
こ
の
様
な
靜
態
的.硏
究
が
ど
の
様
な
點H

 

へ.
お
い
，
.

て
動
態
的
硏
究
：と
線
合
％
羡̂

翁

5

玟
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.
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1
的
焯
衡
飄
論
は
、'̂
夜
0沿

需

要
.̂
^

^

^
ナ̂
^

,
.
:
て
{±
>
':
消
費
の
潛
裏
1

產

.̂
.
'
蕭(

*
本
め
«
量
等
.の
儒
件
祐
^
^
^
^
^
^

'

ン1
:

淀
.
だ
と1

K

ぅ
セ
と
.
は
.
及
い
.
:0
:

靜
態
.

f

衡
趣̂
^

を
あ
洛
臓
間'
に
：お
い
て
捉
え
て
描
寫
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
わ
れ
^
^
は
ゝ

.
輿
件
の
—-
.

定
4

K

ぅ.
假

定

を

：

捨

て

、

靜

的

理

論

^

ャ

る

ベ 

.
き
動
態
理
論
を
樹
立
也
け
れ
ば
な
.
ち
な
い
。
；こ
、の
動
態
理
論
の
在
り
方
：を
指
塒
し
_

人
：は.

.

.

に
よ
.

わ
ば
、
、靜
學
と
動
胤

7

と
は
、.
同
ャ
理
論
體
系
の
相
異
な
冬
ニ
輦
で
は
-&
:
く
，て
、:
:全
べ
獨
立̂

た
建
物
で
ぁ.
る
。
ワ
ル
ラ
ス
まで
’の
經 

■

學
に
ぉ
ぃ
て
ば
：、.靜
攀
の
み
が
稍
タ
十
分̂
究
明
；さ
れ
：て̂
^

^

過
考
ま
、..動
學
.
は
尙
5

^

兩
#

の
差
異
が
十
分
：に
認
識
さ
れ
な
か
'

つ
た
た
>

に
ァ
無
用
：裊
論
,

が
屢《

繰
返
さ
れ
た
の
マ
あ
る
。
1

•

>>

ュ
ム
ぺ
；：:'|

ク
J

は
'

 

經
濟
發
展
の
動
因
を
企
業
家
の
利
潤
赴
：求
に
求
：め
名
。
：'靜
態
理
論
に
お
い
て
は
、
.勞
働
莕
と
土
地
所
有
莕
が
存 

|

き

.

み
で
、っ
雜
家
も
企
業
家
も
缺
け
て
|

’

豪

利

潤

も

利

重
|

し

な

み
^
^
^
^

，生
產
.
は
、
.

そ
の
と
き
：の
需
要
；の
直
接
の
影
響
の
下
に
行
わ
れ
、
そ

.
の
需
.
要
.
ゆ
ナ
淀
办
：欲
肇
の
直
歡
め
ー
表
現
で
あ
名
か
ら
、
德
慌
と
沄
ぅ
も 

■

の
：
は

起

；

こ

と

が

な

い

0

®

態
理
論
は
、M

濟
生
活
を
每
年
本
質
的
に
；は
同
.

|

の
¥1

道
：に
お
け
る~1
循
瑱」

.

の
見
地
が
ら
描
寫
し
.た
も
の 

;

で
：あ
名
ゃ
：：士
で.ろ
が
、''
:
こ
：の.
經
濟
的
循
環
の
軌
道
そ
の
：も
：の
が
變
化
.ず
る
。；
如
れ
：
^

。
の

陳

題

は

？

驚

か

、
叉
、.
そ
れ
は
い
が
な
：る
經
濟
親
象
を
展
開
せ
し
む
名
か
：で

.
あ
る
。

'

:
.

:

ぃ
.

、

V
 

.

'

經
濟
生
活
0

:

均
衡
の
軌
.

道
以
變
化
比
產
業
生
活
：の
：場
面
を
.

艰
心
と
も
て
現
わ
れ̂

も
の
で
ぁ
り:

て

、
、
消

費

苕

の

：
生

活

_
に

は

直

接

に

は

瑰

.

わ
れ
：て
こ&'
い
。
何
4

な
れ
ば
、.
經
_

盼
發
展
と
は
經
濟
自
體
か
ら
生
れ
冬
經
濟
循
環
の
變
動
を
指
す
め
で
あ
つ
て
、

.

經
濟
外
的
與
件
の

- 

ン

- 

-
■

■

■-
■
 

■ 

■ 
■
 

■
 

■ 

■ 

' ■
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'

變
化
：
it

對
す
る
適
應
の
過
程
を
含
む̂

の

で

，
は

な

.

^

か
ら
で
あ
る
。
從
：つ
て
、
經
濟
發
展
の
原
動
カ
は
.

生
產
方
法
：の
變
更
で
あ
冬
。
具
體 

的
S

新
財
I

I

、'
未
知
の
生
I

I

導

入

看

形

式

繁
^

^

^

方
法
に
代
冬
も
：の
；で
は
な
く
て
、

/
:
古
い
生
霞
方
法
と
並
ル
セ
現
わ
れ
る
の
：で
あ
る
。

'̂

た
め
忆
は
、
旣
存
の
負
己
の
.

收
备
め̂
,

か
ら
金
融
し
#
な
い
:,
%

め
は
、.
貨
幣
：に
ょ
多
信
用
の
供
與
.

を

受

け

：
て

生

產

手

殷

.
を

職

人

し

袅

け

れ
 

.

ば

な

ら'な

い

。
/

^

^

凑

信

用

貨

幣

は

：
、
：

.

明
6

か
に
：そ
の
基
礎
が
無
け
.

れ
ば
創
造
あ
れ
栂
.

な
い
？
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冬
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し
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、
，
供

興

さ

：
れ

名

信

用

：
の
：
總

額

が

：
、
_
:
そ

の

在

き

に

存

在

す

る

財

慕

:

.
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靜

態.H

尧

い

：
て

杖

''
'

坐

產f
i

生

産

带

段

：

と
：：

の

間

に:-^

'
具
體
的
消
費
面
數
、め
發
達
に
ウ
"い
.

V

-.:
-

-
V 

,-

v

:

5

'rs
六
七
.：三)

.

.



ノ
.：
—•
K.
.
'
.
V
G 
ハ
セ 

.

.

に
よ
つ
て
現
存
の
生
產
乎
段
が
他
に
轉
用
さ
れ
る
た
め
、
明
ら
か
に
乖
離
が
起
る
。
靜
態
に
お
い
て
は
坐
產
物
：の
数
量
に
對
し
て

「

定
量 

'の
貨
幣
が
.適
藤
し
、-'
.
'
>
廣

幣

の

：
馨

は

努

定

:̂
て
.
い

海
 

信
用
ィ
ン
フ
レ
ー 

ダ
ョ
ン
が
ま
^
.
.併
し
、.企
«
廣
は
#
廣
そ
行
.：つ
^
後
杧
.そ
の
信
用
を
返
濟
す
名
能
カ
慶
持.つ
：て.い
，る
フ
^̂

,
.よ
つ
：て.、
：
麻

の

；生

産

■は
以
前
よ
り
.も
.増
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丨
^
丨
^
お
い
ス
は
”
資
本
と
沄
ぅ
槪
念
择：

貨
幣
資
本
と
し
て
：把
握
さ̂
て
い
^
。"：曼
本H

よ
つ
て
財
は
購
人
：さ
.れ
冬
の 

:ぃ
で
あ
：り
：
て

へ

資

本

.は
財
貨
.
對̂

要

^
槪
念
で
‘
る
。.：.物
的
生
產
序
段
免
獲
得
し
た4
き
：

H;

は

、
；
；
企

業
.は
も
は
：や
自
由
に
傭
用
で
き
る
資- 

本
を
特
つ
. て

,'
^
な

,̂
企
業
_

^
濟
^

-
敢
て
#
6>
-し
^
生
產
方 

て
：生
.れ
'て
く
^
:

1

時
的
な
%
人
で
あ
^

。
.

'
省
めH.、

.

r,̂
し
^
生

液

方

裁

を

：
採

用

セ

大

と

き

に

は、
.
生

產

能#

が
#
.̂

に
，
髙

ぐ̂
つ
：
た

杧
^

拘

.̂

ず

、
，
貧

銀

や

雄

代

.は
以
前
の
低
い
： 

ー
水-
尤
止
ま
潘
い
名
か
ら
、:#
1
令
に
淇
額
の
：純
收
益
を
あ
げ
名
こ
；と
が.

|

な

;̂
.

:̂&
ゐ
が
、'
:こ
；
の

事

|
|
^
減

:̂
す
れ
ば
、；
.1
1

4
法
產
穷
管

:
x企
業
利
潤
.は
ft
下
し
、

_ て
消
失
し
て
行
く
。
-、
'

::
':

'

r

:

:

: -
:
'
?

.

.利
子
.は
ゼ
m

命
_

利
- «
の
中
か
ら
支
拂
わ
.れ
名
0

靜
靡
に
>

い
て
は
、
.生
產
物
の
價
値
拔
本
源
的
生
產
要
素
た
る
^
 

. 

、
趣
違
連
殷
办
價
：g

^

、：;;
'
v
—

;:
i
'她
代
电
fe
贊

|

办

名

：。
：謝
^

て
.、
パ 

お
'い
；

E
9

み
生
れ
て
く
る
企
業
家
利
潤
は
個
肿
的
に
は
1

_
的
、
^

の
^
あ
:̂
が
，、:;
:
'
:
'
'

社
#'
:全
體
：と
^

^
見
ル
,

常
^
蓄

..す
^
^
 ̂

中
か
ら
利
子
が
发
拂
^ '
れ
义
«

_
は
、：̂

業
潘
難
炎
濟
_

_

生
_
序
段
ト

一
は
坐
產
乎
段
を

.講

入

ず

名

^

め

の

資

减

の

價

糌

セ

名

^

^
艾
義
す
^

£
:と
^
货
^
^
^
^
 ̂

; 

す
^
需
要
と
供
給
と
に
よ
つ.て
變
動
す
名
。
需
.要
を̂
配
す
る
も
の
は
企
業
家
利
澗
の
大
‘い
さ
で
あ
り
、
'.供
給
を
支
配
ず
る
も
，の
は
、
各

;

V
:
:貨
幣
舉
位
の
：主
觀
價
値5

る
。
.-
'
こ
め
；
需

要

供

給

め

.關
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以
'上
が
、
.
シ
•
'
ム
ぺ
ー
タ
I.
の
經
#

潑
腿
の
理
論
の
大
要
で
.あ
る
。
彼
ば
、.
集

の

I

般
均
慨
論
に
よ
つP

い
て
'は
' 

動
態
現
象
を
說
•
 

明
で
き
な
い
こ
.と
を
.朋
ら
-知
に
し
て
、
動
態
理
論
拭
資
本
理
論
を
中
心
と
し
.て
組
立
て
.ら
れ
て
行
’ぐ
、ぺ
：き
と
と
を
强
調
し
だ
。
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示
唆
に
よ
9
て
、
從
來
不
當
に
輕
視
さ
れ
て.い
た
貨
幣
の
役
割
が
火
き
な
意
義
变
帶
び
て
く
る
：樣
に
、
_
.
|
"貨
幣
的
經
濟
理
論」

.

ぐ

.が
：#
展
し
て
く
.る
に
茧
つ
，た
。
併
し
、
彼
は
問
題
の
所
夜
を
指
摘
し
た
だ
け
で
.、
具
體
的
為
動
的
：發
膠
の
法
則
を
與
ぇ
客
^

は
至
ら
な
か
：
，
.
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.つ
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ー
不
唆
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れ

炎

動

的

廣

展

：
の

法

則

モ

具

體

的

fe

示

し

：
た
.

の
は
ヶ
ィ
シ
ズ
で
あ
衣
.0
:

彼
は
不
完
全
*

用
：か
ら
完 

へ
全
雇
用
に
跳
達
す
各
ま
で
^

過
程
：を
，
.

均
衡
の
系
列
.

と
見
弋̂

乘
數
の
理
論̂

を
攏
成
ー
す
名
へ
鮮
況
時
に
お
い
て
は
貯
蓄
さ
れ
.て
い
な
が
ら 

人
投
.

資
に
向
け
ら
れ
な
い
遊
休
資
金
，が
存
在
し
、
こ
の
た
め
.
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般

的

過

剩

生

庫

の

，
現

象

が

：
超

る

。

.

遊

休

資

金

，
於

投

資

.

さ

れ

な

.
い

め

は

滑

費
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:

財
雄
產
が
過
剩
で
あ
.

名
た
.

：め
に
投
資
'1
<

て
も
利
潤
が
得
ら
れ
な
い
か
ら
.

で
あ
る
。'
と
の
樣
浼
事
態
に
.

お
い
；て
公
典
授
資
を
行
ぇ
ぱ
失
業
暂 

へ

：；が
雇
|

れ
國
民
所
|

驟

|
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過
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れ
て
へ
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き
.限
界
消
費
性
向
飧
が
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定
な
ら
ば
ハ
國
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所
得.の
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所
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消
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貯
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>所
得
^
其
ぅ
.：過
程
は
ブ
雜
の
因
果
關
係
の
.追
求
で
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係
を
表
わ
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も
^
で
、は
象
い
> 
か

く

し
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理

論
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ュ
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ぺ
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よ
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■
ヶ
イ
ン
ズ
の
逦
論
は
限
界
_

性
向
1

定
と
运
ぅ
|

宠
に
兹
づ
い
て
い
名
。
こ
の
假
定
の
©

當
性
は
屢
々
ア
レ
■

ン
•

ボ
！
レ
法
則
へ 

_

と
結
び
つ
け
て
論
ぜ
ら
れ
た
。
ア
レ
ン
•

ボ
ー
レ「

の
如
く
消
費
が
所
得
の
ブ
次
画
數
で
あ
る
と
す
れ
ば
限
界
消
費
牲
而
は
一
定
に
な
る 

か
ら
で
あ
る
。
併
し
ア
レ
ン
•

ボ
ー
レ
ー
の
法
則
が
必
ら
ず
し
も
普
遍
妥
當
の
法
則
で
な
い
の
と
同
樣
に
動
1

に
.

お
い
て̂̂

罾
€
は
必 

ら
.

ず
し
も
そ
の
と
き
の
斯
得̂

め
み
の
函
數
で
な
い
こ
*

と
が
解
つ
て
き
た
。
そ
こ
で̂

と̂

の
間
に
單
純
なT

次
的
函
數
關
係
を
設
定
す 

名
代
り
に
、
よ
り
複
雜
な
形
の
式
を
導
人
し
よ
ぅ
と
す
る
試
み
が
企
て
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
。
こ
、
に
述
べ
る
デ
.ュ
ー
セ
ン
ベ
リ
イ
の
試 

: >

-'
|
>そ
：のJ

 

_

で
あ
：
\'
^
^

::
^
ネ
そ
の
と
き
の
.

貯
蓄
黑
び
：可
攏
分
所
得
^
年
 

6

を
常
數
と
す
名
と
.

き
に
は
次
式
が
成
立
つ
。

/

::
.
/
^
t
l
y
t
=
a
^
t
h
h
^
r
b
:
-
-
-
--
-
-
--
I

…
…
…
…
…
(
4
r
;
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•

し

'
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.
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:
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'
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•
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.

.

. .
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.

.
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.
.■
■

.*
■

と
の
武
は
；前
述
の(

2
.
a式
士
對
應
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
物
な
る
要
素
は
初
め
.モ
デ
リ
アI
I!
に
よ
っ
て
導
入.さ
れ
た
：の
で
：、
モ
デ
リ
ア
舊
？

フ 

ァ
ク
タ
！
と
 
一K
fe
私
る
。
^

 ̂

下

況

時

に

ー

は

逆

め

黃

向

'̂

起

：名
。
：
卽

ち

實
«

可
處
分
所
得
が
同
額
で
も
不
祝
時
に
は
'貯
蓄
牲
向
が
低
く
な
る
_と
ー
衮
事
實
を
示
す
こ
と
.於
.で
き
る
。
尚
こ
の
こ
と 

關
連
し
て
長
澌
的
に
見
机
ば
貯
蓄
性
向
が
次
第
に
時
^
典
に
遞
觫
し
て
行
く
.
.こ
と
が
資
礼
に
.よつて具體的られてい，
る。試み
 

H

わ
が
國
束
お
い
：て
•同
七
こ
と
が
：

M

え
冬
か
.ど
ぅ
か
，令
檢
射
し
て
：見
よ
ぅ
。.
と
の
寶
料
と
な
る
も
の
が
第
二
圖
で
あ
'つ
て

、

昭
和
七
年
の 

所
得
階
級
別
貯
，廣
額
と
昭
和
一
一
五
年
の
そ
れ
と
を
昭
满
七
年
の
物
價
に
換
算
し
て
比
鉸
し
.た
も
.

Q
^

良
る
の
で
.あ
る
。.
t

の
.圖
に
よ
' 
I 

戰
前
.と
戰
後
、.
.勞
働
#

と
農
家
0
間
に
，
は

著

し

が

貯

蓄

性

向

の

差

が

見

ら

.れ
る
が
、
晚
和
|
ー
年
と
昭
和
七
年
^:
の ̂

.

(3L17) 
1的2 (給料J

第 2 圈

具
體
的
消
费
面
數
の
發
達̂
:

っ.
ぃ

て

,

る
程
の
差
が
あ
る
か
否
か 

.

ば
疑
問
で
あ
^
。

次
に

(

4

6

式
を
第
三 

t
.

a

表

の

.
資

料

に

適

用

し

て

見

名
：と
、

,■
.
.

S
t

 
一yt

"
l
^
s
y
t
/
y
o

 
I 

l
cn
4

80
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

…
…

1

t

な
る
方
程
式
を
'

得
‘

る
。
こ 

_ 

:
.の
式
か
ち
:'
.

-0

,
の
理
氟
値 

Q
y
t
=
p

十
s
cy
を
算
出
す 

-5
0

V

冬
と
第1

1

自

の

如

く

に

：
な

'
 

つ
て
、，
大
疋
十
三
年
か
ら 

昭
和
三
年
ま
で
の
期
間
に 

3: ;
#
い

.
て

は

比

較

的

實

際

値
 

20

に
接
近
す
る
が
、
昭
和
七
-
 

丨
丨
九
年
の
期
間
に
お
い
て 

は

(

4

*

2)

.

式
に
ょ
る
0

の 

七

C

六
七
七
>



.第三表:動的消費函數の資料C國R —人當V )

年 度 Y Y0 C
デュ.一セ 
ソ..ベリ.•.卜' 
の C

クラ,イ'ン 
の C

大 iEl2 148« , 一'' 12卵 」 ---- —

13i 153 143« 125 121.8 124.0

14 164 153 126 130.5 132.7

昭和1 170 164 144 ' 145.0 142.1

2 170.5 170 153.6 166.2 148.5

8 172 170.5 151.0 163.8 151.7
4 182 172 154.0 ユ47ぶ 155.6

く'''::5.: 188 18? 165.8 161,9 163.3

208 ： 188 175.3 153.7 .170.5

‘7 201 208 184.1 199.8 185.3

8 193 208 181,6 198.2 184.2
9 197 208 183.4 196.0 182.5

10 206 .208 189.9 190.8 187.8
11 218 208 ‘ 192,5 (180.5) 196.9

( 註）C は政府浴費を会む。Y ほ生產國K所得、， 

共に昭和8 年の物價に換弊、資料は山田雄 

: 三敎授「國说所得推計资料」

が
そ
の
他
の
期
間
に
お
い
て
は
、
デ
、
丨
セ
ン
べ
リ
ィ
の
理
論
値
ょ
り
も
現
實
値
に
接
近
し
て
い

.る
。

特

、
，
に

(4.2)

式
が
非
現
實
的
に
な 

ク
K
v>
る
期
間
に
#
ぃ
；
て

欣

約

の

：
値

が

固

定

.1
,
:で

居

り
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ぞ

办

前
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■
潰
^
ぁ

：
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：
風
$;
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質
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得
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消
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^
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择
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：
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ン
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.
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.
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猫
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.
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.
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.
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ノ、

な
'

名
：方
程
式
を
當
嵌

め

て

い

る
。
ム
.は
#
,

に

.

.
お

け

る

流

動
 

'

資
產
額
、
'

び
は
锻
頭
ぬ
ぉ
け
名
消
費
蕃
の
年
齡
で
ぁ
る
。
わ

: .

' 

'

V

'

'H
.

'

:

.

:

 

評
偵
は
か
な
り
過
大
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
、尙
同
一
資
料
に
ク
ラ
イ
ン
が「

ア
メ
リ
カ
合
衆
國
に
お
け
る
景
氣
變
動」

に
お
い
，て
使
用
し

た
*
式
の
修
正
式
P

=

5.s
5
+
a
5
oo
y
;ユ
+
2
.
9
5
«s
.(

s

f

s-f
t
, 

•
へ=

3.
?.
3〕

を
當
篏
め
た
の
が
第
三
表
の
‘

「

ク
ラ
イ
ン

の
现
論
値
_

あ

，C

て
、
大
芷
士
四1

照

：和

亡

年

：
.
の

期

間

に

聆

實收人美 年 令 貯蓄+ 租税
S
Y

8786« \ 772円 0,191

B871 :歲 1869 0.234

6960 > 20—25 X863 0-267

7琴33 2209 0.806

9616 ノ 2144 0.223

3829 \ 1002 0.262

3327 127 ? 0.038

5682 歲
1989 0.350

7903 > 26~30 1876 0.237

V613 3188 0.285

1X 8̂8 1836 0.160

1X420 1 4885 0.383

が
國
，の
家
計
調
查
に
お
ヤ
て
は*'
每

の

所

得

を

調

：査

し

た

^
の
：が

無

い
^
で
?-
4)

式
を
十
分H

撿
討
ず
名
こ
i
は
で
き
な
v>
.:
°

假
.に
所
. 

:得
が
：安
定
し
て.い
れ
ば
事
實
上
，^
は
問
題
わ
扠
ら
な
い
ノ
杈
が
國
め
資
料
と
し
で
は
年
齡
別
の
澈
訃
を
記
載

^
^

草

(

第
四
表
參
腻> 

の
み
：で
あ
岑
が
標
本
：

0

藪
が
極
め
：て
少
な

V
、
：：

男
次
蘭
都
h市

:-
:

:

市
吖
分
に
つ
八
て
贫
て̂
^

.今
ボ
算
す
名
と
囘
歸
保
數
が
負
に
な
冬
と
式
ゲ
矛
盾
を
生
ぢ
こ
れ
は
小
標
本
で
あ 

ぐ.
.

‘

た
め
と
、
萆
身
家
族
と
一K

.

ぅ
特
殊
の
資
料
で
あ
る
.

た
め
.

と
思
わ
れ
る
が
、
何
れ
、

^

o

:

:

':
■

.

I
:

'

最
衛
te

所
謂
！̂
&

羿
，.岛
6

涔
:7

が
見
ら
が
る
か
否
か
を
檢
討
す
岑
た
め
に
第 

.

.

.

.

 

.

:

三

表

'
の

資

料

を

利

.

.

.

用
し
て
第
三
圖
を
.*■ 

.

-

8

描
い
.
.て
見
た
0

こ

«

職

.
の
結
果
を
槪
括
す 

勞

坪
'

^
汾
：
る
と
、
わ
が
國
の

餅
菊
..資
料
に
お
い
て
も 

勞
調
.

K
a
t
c
h
e
t

 

e
f
f
e
c
t

が
見
ら
れ
る
樣
で

.
あ
急
夂
時
系
列
を

.

.

.

.

.

.
•
.
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